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1 はじめに
動脈硬化症の非侵襲な早期診断手法として，血流依存性血管































































y = Qsim  Qexp








































  fD(Dvol; Dstr)
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図 2 血流速度を用いたフィードバック系の構成図
ここで，P は血圧， は血管壁の粘性係数，wall は血管壁の厚
さ，Dvol は体積血管径，Dstr は応力血管径，fD はDvol とDstr
によるフィードバック制御の出力を表す．
また，血管内体積 V に関する微分方程式については，体積か





= Qin  Qout + fV (Dvol; Dexp) (6)
なお，Qin は血液流入量，Qout は血液流出量，fV は Dvol と
Dexp によるフィードバック制御の出力を表す．
4 モデルシミュレーション
図 3 は，提案モデルのシミュレーション結果であり，(A) 末
梢抵抗 RL，(B)血流速度，(C)ヤング率，(D)血管径の変化を
表す．FMD検査で得られた計測データをフィードバックするこ




















図 5は，ヤング率，血管径に対する PWVの変位を等高線 (斜
線) で表したものである．青線がシミュレーション結果であり，







































[1] A.P.Avolio, Medical & Biological Engineering & Computing,
18, 709{718, 1980.
[2] Y. Yamazaki and Y. Kamiyama, Computers in Biology and
Medicine, 45, 126{135, 2014.
[3] M. Sato, H. Hasegawa and H. Kanai, Japanese Journal of Ap-
plied Physics 53, 7S, 07KF03, 2014.
[4] 早瀬 敏幸, 計測と制御 2001年 11月号, 40, 790{794, 2001.
